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論文内容の要旨
微粒炭とは、植物が燃焼・加熱される際に発生する数mm以下の微細な炭のことである。森林火災など
の植物燃焼に伴って、微粒炭は大量に生産され、堆積物中に保存される。このため、微粒炭は、過去の森
林火災などの植物燃焼の歴史を復元する上で、重要な試料である O 堆積物中の微粒炭を用いた過去の植物
燃焼の研究、とくに更新世から完新世の時代を連続的に解読した研究は少なく、植物燃焼がどういった時
期に多かったのか、また植物燃焼量を変化させる要因はどのようなものであるのか極めて不明瞭である。
本論文では、琵琶湖高島沖ボーリングコア、曽根沼堆積物、滋賀県新旭町周辺に分布する黒ボク土を研
究対象とし、大微粒炭と小微粒炭の含有量の変化を解析し、後期更新世から完新世の琵琶湖周辺地域にお
ける植物燃焼量の変遷を明らかにした。
研究の結果、後期更新世にほぼ相当する約1万年前以前には、琵琶湖周辺地域では植物燃焼は少なかっ
た。約1万年前以降、琵琶湖周辺では植物燃焼が増加し、約3000年前頃まで植物燃焼の比較的多い時期が
続いた。その後、約2000年前以降、植物の燃焼量が減少したことをあきらかにした。
植物燃焼量の変化の主たる原因は、約1万年前に限って植物燃焼が多かったことをふまえると、人間活
動の影響が考えられる。とくには、植物燃焼が多かった時期は、ほぼ縄文時代に相当することから、縄文
時代特有の生活が植物燃焼量を増加させた要因であると考えられる O
また、微粒炭の反射率測定や粒径の変化から各年代の植物燃焼の火災形態、規模など、についても議論し、
微粒炭の粒径による分類や反射率測定が過去の火災形態や規模を推定する上で有効な手法であることを示
しfこO
論文審査の結果の要旨
微粒炭は、森林火災や人間活動による植物の燃焼によって発生する O 堆積物に保存された微粒炭は、植
物燃焼の歴史を記録していることから、最近、微粒炭に注目した研究が活発に行われている。しかし、こ
れらの研究の多くは完新世の植物燃焼史復元を目的としたもので、後期更新世から現在までを連続的に研
究した例はほとんどなし、。このような研究の現状を踏まえ、筆者は後期更新世・完新世細粒堆積物が連続
的に堆積している琵琶湖湖底下の粘土、琵琶湖周辺域の曽根沼の泥炭、新旭町の黒ボク土を対象に、微粒
炭分析を行い、琵琶湖周辺地域の植物燃焼の歴史を解読し、燃焼の原因なと、について議論した。
筆者は、琵琶湖と曽根沼ではボーリングコア試料、新旭町では掘削断面試料を用いて、微粒炭の含有量
(個数・面積)、形状、粒径、反射率など、について、高時間分解能での分析を行い、微粒炭量の変化をもと
????
に植物燃焼の歴史的変化を明らかにした。そして、植物燃焼の変化と気候・人間活動の変化を議論し、植
物燃焼の増減は人間活動の変化と密接に関連することを指摘した。すなわち縄文時代早期からの微粒炭の
顕著な増加は琵琶湖周辺での野焼きゃ火入れなどが原因であること、稲作が始まる弥生時代からの微粒炭
の減少は生活様式の変化に起因することを明らかにした。またこの研究の中で、微粒炭を粒径別に検討し
火災場所からの距離や火災規模を見積もる方法、微粒炭の反射率から火災温度や火災様式を復元する方法
など、従来にない新しい手法を提案した。
本研究は、後期更新世・完新世の植物燃焼史を解明し、森林火災なと、の植物燃焼の主原因が人間活動に
関連することを指摘したこと、微粒炭の新しい研究方法を開発したことなど、第四紀の古環境研究の発展
に大きく寄与するものであり、博士(理学)の学位を授与するに値するものと認める O
